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は じ め に

口の健康 を通 して,子 ども達が楽 しい生涯 を過 して

くれ るため,皆 さんは努 力を続けて下 さってお られ ま

す 。従 って,子 ども達 の口に関 して行動 され るに 当っ

ては,そ の生涯 を識 って戴 くことも必要 であろ う と思

われ ます 。

演者 は,ヒ トの胎 児か ら老 人までの口に起 る生理的 ・

病 的現象 の概要 をお伝へ致 しますが,そ れ らの うちで

口腔領域 としての特 異性 を提供 してい る歯 と顎骨 の発

育,成 長,お よび老化の諸現 象 を中心 として概説 しま

す 。

1.ロ の構造

口は上 ・下 口唇,頬,口 蓋,口 腔底,舌,唾 液腺,

血 管,神 経,リ ンパ管な どの軟組織 お よび歯,上 ・

下 顎骨,舌 骨,口 蓋骨,頬 骨の硬組織 とに よって構 成

され,そ れ らが実 にみご とな空間,つ ま り口腔 を形作

ってい ます。 この空間こそ,咀 しや く,え ん下,構 音,

感覚,呼 吸補助 とい う,私 達が快適に生 きてゆ くため

の機能 を充分 に発揮 できるよ うに,神 が考 え尽 され て

与 えて下 さった形 で しょ う。

この口の硬 ・軟両組織は,相 互 に密接 な関連性 を保

ちなが ら生理 的 ・病的 な変化 を示 しますが,身 体 の他

の部 と比較 して これほ ど密接 な関係が認め られ る領域

は 少ない と思 い ます。

2.歯

胎生1ヶ 月頃に,口 腔粘膜上 皮が深部へ 向つ て増殖

を始め ます。す る とその上皮集 団の周 囲に存 在 してい

た間葉組 織が分化 して歯乳頭 と歯嚢 とな り,こ れ ら上

皮組織 と間葉組織が接 し合い なが ら蕾 状の歯胚 を形成

します。胎生4ヶ 月頃か らそ の上 皮細胞がエナ メル質

をつ くり始め,歯 嚢はセ メン ト質,歯 根膜 を,歯 乳頭

は象牙質,歯 髄 をつ くります 。 あの硬 い歯が上 皮お よ

び間葉両組織か らで き上 って いるこ とは,誠 に不 思議

なこ とです。神 の英知 の驚 くべ き深 さに,頭 が下 る思

いです。 ところで,硬 組織 であ る骨 は私達 の身体 の内

部 に存在 し,そ の周 りは腱や 筋,結 合織 な どで包 まれ

外界に直接触れ るこ とはあ りませ ん。大気,水,食 物

な どの外界に直接触れ る組織 は,上 皮組織 でなけ れば

な らないの です。歯は硬 い食物 も噛 み砕かねばな りま

せ んの で,骨 よ りも硬 くつ くられ てお りますが,そ の

表面が上皮組織であ るとい うこ とは,何 と有難い こ と

で しよう。だか らウ蝕,破 折 な どでエ ナ メル質が 欠損

す る と,歯 髄病変 な どへ と病変 は拡 大 します し,ま た

歯 肉が退縮 してセ メン ト質が 外界に触れ るよ うにな る

と痛むのです。

歯根部 は歯 の生理的 ・人為的移動,萌 出,お よび咀

しや くな どに対応 して絶 えず変化す る必要 があ ります。

この ような歯根部 を構成す る象牙質や セ メン ト質は,

エナ メル質 と骨 との中間の硬度 が与 え られてお りなが

ら,あ る程 度 までの吸収や 添加 が可能 であ り,環 境 の

変化に適応で きるようにつ くられて い ます 。 さらに歯

根内には,血 管や神経 を含むやや若 い結合織 である歯

髄が存在 し,歯 の栄養,象 牙の 形成や吸収 な どの生 活
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現 象に関与 しています。

歯 の保護者的存在であ るこの歯髄 は,小 児期,少 年

期 では細胞成分 も豊かです 。 しか し成 人期 以降 は第2

象牙質 の添加が起 って歯髄腔 は狭 くな り,細 胞成分 も

減少 して,70才 代 では20才 時の数の1/2程度 とな ります 、

また線維 は増 え,血 管 は少 くな り,脂 肪や石灰 の沈着

を伴 うようにな ります ので,歯 髄の生活 力は低 下す る

の です 。

3.歯 周 組織

歯周組織 とは歯 を支 えて くれてい る組織,つ ま り歯

肉,歯 根膜,歯 槽骨,お よびセ メン ト質の総称 です。

従 って 歯周組織 は咀 しや くを円滑に行 うため の組織 で

あ りますが,さ らに歯の萌出,生 理 的お よび矯正 治療

時 の移動,歯 周病や腫瘍 の場 で もあ ります。

(1） 歯 肉

重層扁 平上 皮 で被われてお り,そ の内側 端は歯 のエ

ナ メル ・セ メン ト境に付着 しています(付 着上皮)。前

述 した ようにエナ メル質は上皮系組織 です ので,歯 肉

上皮の付着機構 に よって,間 葉組織が 外界 と直接触れ

ないこ とになっているのです。上皮下 の固有層は結合

組織で,歯 槽頂 線維 と呼ばれ る外骨膜性の 線維 束に よ

って歯槽骨 と境 されています。

当然の こ となが ら少年期 までの歯肉は細 胞成分(線

維芽 細胞 〉が豊か ですが,成 人期以 降に なる と線維成

分が 増 える傾向 を示 します。 また歯 肉は生理的 に,つ

まり加 齢的変化 として歯根側 に位 置す るよ うにな り(

退縮),歯 根が露 出 して きます。 この歯肉退縮 は,歯 槽

骨の生理 的吸収 に伴 った変化 である ようです 1,2,3)。た

だ し歯 肉炎や 歯周炎な どの病変 によつ て,歯 肉の状態

はか な り修飾 され ます。

(2)顎 骨,歯 槽 骨

顎骨 の うち,歯 を取 り囲ん でいる部分 を歯槽骨 と呼

び ます。

胎 生3ヶ 月頃 にな ります と,骨 芽 細胞が活 躍 して上

・下 顎骨 をつ くり始め ますが ,つ くって は破骨 細胞に

よって骨は吸収 され,吸 収 されてはつ くる といつ た改

造機転 を絶 えづ繰 り返 し,咀 しや くな どの機能 を十分

に発揮 で きるよ うな形 と大 きさを獲得す るため に発育

を続 け ます。 しか し,胎 児は出産時 には産 道 を通 らね

ば な らないので,全 身の骨 と同様に顎骨 もカルシウム

の沈着 は まだ十分 でな く,メ スで切 れ る程 度の硬 さで

す。 出産 してか ら少年期 までは,乳 歯 ・永久歯歯胚 が

成熟 し,そ れ らが 萌出す る大切 な時期 です が,顎 骨 も

著 し く大 き くな り,み ご とな形 と硬 さを備 えて きます。

歯の萌出が終 ったのちの数年 間 も,顎 骨は僅 かなか

ら大 き くな り,や がて20才 前後 の数年 間は安 定 した組

織構造 を保 ちます。 ところが25才 前 後か ら顎骨 の各部

は徐 々に融け始 め ますが,と くに歯槽 骨部 で は明 らか

です 。その後 もこの生理的 吸収 は継続 します の で,歯

槽骨 の高 さは毎年0.061mmづつ 低 くな ります。 やがて

無歯顎 とな りますが,高 度吸収例 では下顎体部 が小指

大にまでな ります し,上 顎骨体部 の厚 さか170ミ クロ

ンと紙の よ うに薄 くな った症 例 もあ ります。歯が抜 け

ます と,そ の部の骨 は吸収 が強 く起 りますの で,な る

べ く歯 を抜か ない ように致 しま しょ う。

この ように,顎 骨 では加 齢に伴 う組織変化が認め ら

れ ることか ら,少 年期 までの不用心や 悪習慣が将来の

顎骨の形態異常 の誘 因にな り,ま た逆 に新 らしい環境

に対す る適応 力が この時期 には旺盛 ですので,矯 正 学

的治療の 治癒率が高 い訳 です 。

(3)歯 根 膜

歯根膜 は,外 骨膜の特殊型 と考 えて よいで しよう。

全身諸骨 の外表には結合組織性 の外骨 膜が存在 し,周

囲組織(腱,筋 など)と の結 合,骨 折 あ るいは骨病 変

に対す る修復の主役 を担 ってい る組織 です 。 しか し歯

槽骨 の外骨膜相当組織 である歯根 膜 の周 囲は腱,筋 で

はな く,歯(セ メン ト質)と 結合 してい ます。

この歯根膜は歯胚 期のセ メン ト質や歯槽骨の形成,

萌出期の歯の移動,咀 しや く時 の咬 合圧調節,抜 歯後

の骨再生,さ らに矯正 ・補綴的治療 に対す る適応な ど

歯の生涯にわた って 多彩な役割 を担 って くれて います。

少年期 あ るいは歯 萌出完了 までは,こ の歯根膜組織

は幼 若で,線 維 を形成す る線維芽細 胞が豊富で,線 維

は少量で粗 です 。歯 の萌出中には,線 維 は歯の長軸 に

平行に配列 して くれます 。 もし もこの時期 に線維 が密

で,し か も歯 と骨の なか に埋 入 した状態 で した ら,歯

の萌出や位置移動 は行われ難 くな るで しょう。 また若

い細 胞が豊富 ですの で,再 生や適 応,修 復 も容易 なの

です 。子 どもの頃,動 い ている乳 歯 を指 で抜 いて,そ

の歯 を屋根や床下に投 げ捨 て た思 い出 を皆 さんはお持

ちで しよ う。指で歯が容易に抜 け る とい うことは,上

述 したよ うな歯根 膜の量 ・質的 な組織変化の結果です。

歯が萌出 し終 る思春期以 降に な る と,歯 根 膜線維は

太 く密に配列 し,歯 と歯槽 骨 を しっか りと結合 して く

れ るようにな ります 。 ところが20才 を過 ぎ る頃か ら

細胞の減少が始 まり,さ らに歯槽骨 の生理的 吸収 に伴

って線維 が断裂 した ものが 増 えて ゆ きます。 だか ら20

才代 後半になる と,歯 の動謡 がわずかつ つ感 じられ る



図1下 顎頭の加齢的変化の模式図

よ うに なるのです。

(4)下 顎 頭

側頭 骨下顎 窩内に下顎骨の下顎頭が 位置 して,顎 関

節 を形作 ってい ます。

図1は,下 顎頭 の組織学的な加 齢変化 を示 した もの

です 4)。 中央 は外形変化.上 方は関節面,下 方は側 面

(皮 質骨)の 細 胞変化の概要 です。

図の左側の少年期 までの下顎頭 はまだ小 さいのです

が,図 上 方の よ うにその関節面 には軟骨芽 細胞,骨 芽

細 胞が 多数 存在 して活躍 して くれ ます ので,著 しい成

長がみ られ ます。図 の中央 に示す青年期 にな ります と

実にみ ご とな形態 とな り,ヒ トが どんな環境下 で も一

人 で生 き抜 け るよ うに,多 方向への円滑 な顎運動機能

と,ど ん な もので も噛め るほ どの強靱 さを備 えて きま

す 。ただ し関節 面の幼若細胞は少年期 までの もの と比

べ ると減 ります ので,軟 骨や骨 は安定 した構造 を保 っ

てい ます。 ところ が20才 代半 ばか ら,幼 若細胞の減 少

がめ だち始 め ます ので,軟 骨層や骨が薄 くなってゆ き

ます。 老人期に なる と,関 節軟骨がほ とん ど消失 して

し まうほ どに な り,軟 骨下の閉鎖骨 も吸収 されて しま

って骨 髄が関節面 に露出す る症列 もみ られ ます。 こ う

な ります と,も の を噛 んだ りす る とき顎関節が痛 む よ

うにな ります 。

5.軟 組 織

(1)舌

四六時 中動 き,外 形 を変 えてい る大 きな筋組織 です。

また 舌圧 と口唇圧が調和 してい るの で,歯 の位 置が安

定 して いるの です。表面は粘膜 で被われ,感 覚器 とし

ての機 能 も実に微妙です。子 どもの頃の舌は 自由 に動

き,そ の感覚装 置 も筋 もす ぐに体験 を憶 えて くれ ます。

で も成 人期 に な る とそれ らの機 能 は衰 え て きて,老

人では運動や感覚機能 に不便 さを感 じる ようにな りま

す。

大 き くな らなければ ならない 子ど もの舌 は,細 胞成

分 と くに筋芽細胞が豊富です。 成人期に なる と細胞成

分 は少な くな り,太 い筋線維が主体 をな しています。

老 人にな ると筋線維 は細 くな り,数 も少な くな って,

脂肪や結 合組織が増 してきます。上皮 層に も変化 がみ

られ ますが,味 蕾 の再生力 も低下す るよ うです。従 っ

て舌の スポー ツ的要素 を含む会話の訓練 な どは,細 胞

が豊 富な子 ど もの時期に行 うと効 果的 なの で しよ う。

また 「お袋の味」 も,味 蕾細 胞の記憶 力の よさに基づ

いた感情 で もあ りましょ う。

(2)唾 液 腺

成 人では1日 に1,500ccの 唾液 を産生 している唾 液

腺は,大 唾液腺(耳 下腺,顎 下腺,舌 下腺)と 小唾液

腺(口 唇 、口蓋,頬,舌)に 区分 されて い ます。複雑

な成分 を含む唾液は 口腔粘 膜の乾燥 を防 ぎ,口 腔諸機



図2-a骨 側細胞数の加齢的変化

能 を円滑 にす る役 目をもっています し,さ らにその大

部分は腸管 で吸収 されて全 身の代謝系に組み込 まれ ま

す。 「つばが 多い赤 ちゃん は強 い」 と一般 に言われ て

い るほ ど,唾 液 は大切 な ものである ようです 。

少年期 までの唾液腺 では,導 管部上皮細 胞が分 化 し

て唾液 を産生す る腺房細胞 をつ くるの で,唾 液腺 は大

きくなってい きます。老入,唾 石症 や唾液腺炎,あ る

種の全身性疾 患 な どでは,腺 房細胞の数 の減 少や萎縮

が起 り,脂 肪や 結合織が増加 します 。従 って唾液分泌

量は減 少 し,唾 液 も低張性 とな ります。

6.歯 根膜 の細胞

口腔諸組織 の加 齢現象の機序 を知 るため,歯 根 膜の

幼若細胞数 を計測 してみま した。

歯根膜 には線維 成分 のほか に,幼 若 な細胞 も常 に存

在 します。線維芽細 胞,セ メン ト芽細胞,骨 芽細胞 な

どですが,こ れ らの細胞数は全 身諸 組織 の細 胞 と同様

に,加 齢 に伴 って変化 します。青年期以 降におけ るこ

れ ら細胞数(50×100ミ クロン 当 り)と 年 齢 との関係

を示 したのが図2-a・bで す。この結果か ら,歯 槽

骨や歯 根膜の老化は,幼 若細胞の減少に よって表現 さ

れるで あ ろう と考 え られ ます。

ところで骨 は,生 理 的状態 で も添加 と吸収が絶 えず

繰 り返 され てお り,量 的恒常性が保 たれた り,改 造 さ

れてい ます。 しか し加齢 に伴 って骨 を形成す る骨芽細

胞が減 少 し続け るの で,添 加 量の比較 的減 少が起 りま

す 。その結 果,歯 槽骨 には生理 的吸収 が起 り,つ いで

図2-bセ メン ト質側細胞 数の加齢 的変化

歯根膜 も老化 す ると考え られ ます 。 なお,セ メン ト質

側の細胞数 の減 少は,骨 側 と比較 して軽度 です ので,

セ メン ト質の変化 は著 しくないの で しょう。

もち論,こ の よ うな加 齢的変化 は顎骨 だけにみ られ

るの ではな く,全 身の諸骨はわた しどもが想像 して い

る以上に若 いときか ら,全 身の老化の部分現 象 として

起 ってい るのです。その老化現 象は,実 質細 胞の萎縮

お よび結合織 脂肪織 の比較的増加 に よる と病理学 的

に要 約で きます 。骨 で も同様 の変化 を示 しますが,顎

骨 は と くに若年齢か ら認め られ ます 。

7.血 管

「個体の若 さは血管 の若 さであ る
」。 「人は血管 とと

もに老い る」 そんな言葉が あ ります 。わ たしも本 当に

そ う思 い込ん でいる一 人です。血管 の老化は動 脈硬化

症 と考 えて戴 いて よいで しょう。

図3は,胸 大動 脈硬化症 と年 齢 との関係 を示す もの

です　5)。 この よ うに,動 脈硬化症 がいかに若年 齢か ら

発症 しているか を更めて確認 して下 さい。

口腔領域の動脈 でも,一 般 的に は20才 を過 ぎた頃か

ら認め られ るようにな り,加 齢 と ともに進展 してお り

ました。最 も若い症例 は13才 の少女 で した。 しか もこ

の動 脈変化 と顎骨 の吸収(老 化)と は ,密 接 な関連性

が 認め られま した。

周知 の通 り,動 脈硬化症 が起 ります と,血 管 の内腔

は狭窄 され ます 。そこ を通 る流血量は 内径の4乗 に比

例 しますので,支 配領域へ の血液 供給量は著 しく減少



図3年 齢別にみた大動脈硬化巣の

各種病変のひろが り

します。従 って細胞 は栄養障 害あ るいは代謝 障害 に陥

ります。 その よ うな影響 を硬 ・軟両組織 とも受け ます

が,骨 基質に周 まれた骨細胞や 高度の機能 を営 む骨芽

細 胞へ の影響 は一 層顕著 であ ると推察 され ます。 その

よ うな状態 が長期 にわた って持続 するだけでな く,動

脈硬化症 は不可逆 的に進展 します ので,歯 槽骨の不可

逆的吸収が加齢 的に起 った り,歯 肉の退縮,歯 根膜の

変化 を伴 うと理解 で きそ うです。

軟組織 では毛細血管 の分 布量 は豊富 です し,さ らに

組 織液の環流 も容易 です ので,硬 組織 に比べ ます と動

脈 硬化症 の影響は,そ の初期 では少な いようです 。 し

か しあ る程 度以上の血管の狭小化 が起 ります と,支 配

領域 の細胞は代謝異常 を きた し,萎 縮,変 性,壊 死に

陥 ります 。従 って幼 若細胞が減 少 した り,細 胞の再生

力や刺激 に対す る抵抗 性が低下す るのです。

上述 した 口腔や全 身の健康,あ るいは疾患の予 防,

治療,予 防 を考 える とき,こ のよ うな血管の変化 を等

閑視す ることは で きな きと思 います。

お わ り に

口を構成す る硬 ・軟両 組織 の うち,歯,歯 肉,歯 槽

骨,歯 根 膜,下 顎頭,舌,唾 液腺,お よび血管 の加齢

的変化の概要 につ いて述べ ま した。 そ してこどもの 口

の各組織 は,当 然 のこ となが ら細胞成分が豊富なので

再 生力や適応 力が旺盛 です。従 ってこの時期におけ る

疾 患の予 防や 治療 には,か な りの期待が持 てるの です。

また これ ら諸組織の老化 は,比 較的若年 齢か ら始 まっ

てい ます が,小 児期,少 年期 におけ る心構 え次第 で,

ある程度 の抑制 が可能 である と考え られ ます。 その手

段 としては,と くに血管の加齢 的変化 に意 を用いて戴

きたい と願 ってお ります 。
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